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今
年
の
冬
は
夏
の

酷
暑
が
嘘
の
よ
う

に
、
昨
年
よ
り
早

い
初
冠
雪
や
天
然

雪
で
ス
キ
ー
場
開

き
も
多
か
っ
た
。

ス
キ
ー
は
ご
無
沙

汰
だ
が
喜
ぶ
人
は
多
い
だ
ろ

う
。
し
か
し
ス
キ
ー
よ
り
カ
ニ

ス
キ
ー
な
人
は
不
慣
れ
な
雪
道

ド
ラ
イ
ブ
に
困
っ
て
い
る
か
▼

私
の
住
む
地
域
は
道
路
冠
雪
も

数
年
に
１
回
あ
る
か
な
い
か
で

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
も
不
要

な
ほ
ど
だ
が
、
北
部
は
節
分
明

け
か
ら
の
強
い
寒
波
到
来
で
、

除
雪
や
凍
結
防
止
作
業
で
毎
日

の
天
気
予
報
に
気
を
も
ん
で
い

た
ろ
う
。
そ
ん
な
苦
労
の
お
か

げ
で
カ
ニ
ス
キ
を
楽
し
み
に
行

け
る
こ
と
を
旨
味
と
一
緒
に
噛

み
し
め
た
い
▼
ま
だ
寒
さ
も
厳

し
い
が
春
闘
の
本
格
化
で
賃
上

げ
へ
熱
気
が
上
が
る
。
春
闘
結

果
の
影
響
を
差
額
で
実
感
を
し

た
若
年
層
も
多
い
▼
５
％
以
上

の
賃
上
げ
へ
懸
命
な
労
使
交
渉

が
進
ん
で
い
る
。
今
年
は
中
小

と
中
高
齢
層
の
賃
上
げ
が
重
要

だ
。
私
た
ち
も
働
く
環
境
の
改

善
に
向
け
、
民
間
に
負
け
ず
に

春
闘
で
挑
戦
し
続
け
て
笑
顔
の

春
到
来
に
し
よ
う　
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2025春闘討議資料
21日　県本部2025現業闘争交流集会

（ひょうご共済会館）

22日　2025年度町職連協交流集会
（ひょうご共済会館）

早く出さないと･･･

大 西 英 剛

2025春闘勝利へ

人
員
確
保
を
最
重
点
課
題
に

昨
年
を
上
回
る
賃
上
げ
を
勝
ち
取
ろ
う

　

自
治
労
は
連
合
に
結
集
し
「
春
闘
を
年
間
の
た
た
か
い
の
ス
タ
ー
ト
」
と
位
置
づ
け
、
３
月
10

～
14
日
の
交
渉
ゾ
ー
ン
に
向
け
て
取
り
組
み
を
強
め
る
。
２
０
２
５
春
闘
は
物
価
高
を
踏
ま
え
、

昨
年
を
上
回
る
賃
上
げ
を
労
働
組
合
全
体
で
勝
ち
取
る
た
め
の
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
労
使

間
ル
ー
ル
の
確
認
や
賃
金
水
準
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
全
単

組
で
要
求
書
を
提
出
し
、
す
べ
て
の
組
合
員
が
県
本
部
に
結
集
し
、
３
月
14
日
の
統
一
行
動
日
に
向

け
、
全
国
の
仲
間
と
連
携
し
な
が
ら
職
場
要
求
の
実
現
を
め
ざ
し
、
取
り
組
み
を
前
進
さ
せ
よ
う
。

� 

１ �  

２
０
２
５
春
闘
の
課
題

� 

２ �  

人
員
確
保
の
取
り
組
み

　

地
方
公
務
員
の
賃
金
・
労
働

条
件
の
決
定
は
、
労
使
協
議
・

交
渉
に
基
づ
く
労
使
合
意
が
前

提
で
あ
る
。
い
か
な
る
介
入
も

認
め
な
い
こ
と
が
基
本
原
則
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
取
り
組

み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
地

方
公
務
員
法
第
24
条
に
よ
る
職

務
給
の
原
則
で
は
５
つ
の
考
慮

要
素
（
生
計
費
、
国
、
他
の
地

方
公
共
団
体
、
民
間
、
そ
の
他

の
事
情
）
に
基
づ
き
決
定
す
る

こ
と
が
地
方
公
務
員
賃
金
決
定

の
原
則
と
さ
れ
て
い
る
。
人
事

委
員
会
を
持
た
な
い
市
町
等
に

お
い
て
は
、
人
勧
等
は
あ
く
ま

で
も
ひ
と
つ
の
考
慮
要
素
で
あ

り
目
安
で
し
か
な
い
た
め
、
最

終
的
に
は
労
使
交
渉
で
の
合
意

に
よ
る
自
主
的
な
決
定
を
基
本

に
交
渉
を
進
め
る
。

　

最
重
点
課
題
は
、「
人
員
確

保
」
と
し
、
職
場
の
人
員
配
置

の
実
態
を
踏
ま
え
、
す
べ
て
の

単
組
が
春
闘
期
か
ら
要
求
し
取

り
組
み
を
進
め
る
。
そ
の
後
、

４
月
以
降
の
職
場
の
人
員
配
置

の
状
況
を
再
点
検
し
、
６
月
期

の
人
員
確
保
闘
争
に
つ
な
げ
て

い
く
。
ま
た
、
人
員
確
保
を
進

め
る
た
め
に
は
継
続
的
に
賃
金

の
引
き
上
げ
も
並
行
し
て
取
り

組
み
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

【「
賃
金
の
運
用
改
善
」「
働
き

続
け
ら
れ
る
職
場
の
実
現
」
に

つ
い
て
】

　

働
き
続
け
ら
れ
、
人
材
が
集

ま
る
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
に

は「
賃
金
の
点
検
・
運
用
改
善
」、

「
長
時
間
労
働
の
是
正
・
適
切
な

労
働
時
間
管
理
」、「
働
き
や
す

い
職
場
へ
の
改
善
（
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
）」
が
不
可
欠
で
あ

る
。「
賃
金
の
運
用
改
善
」、「
働

き
続
け
ら
れ
る
職
場
の
実
現
」

に
つ
い
て
も
、
重
点
課
題
と
し

て
各
単
組
が
実
態
を
踏
ま
え
て

１
単
組
１
要
求
を
も
と
に
、
交

渉
に
取
り
組
む
。

【
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
観
点
か

ら
点
検
、
要
求
・
交
渉
】

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
観
点
を

踏
ま
え
た
課
題
の
解
決
や
男
女

間
賃
金
の
格
差
の
解
消
も
重
要

な
課
題
で
あ
り
、
そ
う
し
た
観

点
か
ら
の
職
場
点
検
を
通
じ
て

要
求
・
交
渉
に
取
り
組
む
。

【
労
務
費
の
適
切
な
価
格
転
嫁

を
推
進
】

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
携
わ
る
民

間
労
働
者
の
賃
上
げ
原
資
の
確

保
、
物
価
高
に
よ
る
経
費
の
増

大
へ
の
対
応
と
し
て
「
労
務
費

の
適
切
な
転
嫁
の
た
め
の
価
格

交
渉
に
関
す
る
指
針
」
を
踏
ま

え
た
適
切
な
対
応
を
推
進
す
る

（
指
定
管
理
料
・
委
託
料
の
上
乗

せ
）。

【
は
じ
め
に
】

①
自
治
体
の
現
場
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
行
政
ニ
ー
ズ
が
増
え
続

け
、
対
応
す
る
人
員
が
不
足
し

て
い
る
た
め
、
逼
迫
し
た
状
況

が
続
い
て
お
り
、
離
職
や
休
職

の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
。
と
り

わ
け
資
格
職
な
ど
、
人
員
不
足

が
深
刻
化
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
状
況
下
で
、
近
年
は
豪
雨
災

害
な
ど
の
大
規
模
災
害
も
頻
発

し
て
お
り
、
他
の
自
治
体
か
ら

の
応
援
で
急
場
を
し
の
い
で
い

る
も
の
の
、
応
援
す
る
側
の
自

治
体
に
も
人
的
余
裕
は
な
く
、

非
常
時
に
対
応
で
き
る
体
制
の

構
築
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　

あ
ら
た
め
て
、
兵
庫
県
本
部

は
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年

を
期
に
、
災
害
に
し
っ
か
り
と

対
応
で
き
る
自
治
体
を
め
ざ
し

た
要
求
を
追
求
し
、
取
り
組
み

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

②
一
方
、
40
歳
未
満
の
中
途
退

職
者
数
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、
さ
ら
に
自
治
体
職
員
の
採

用
試
験
応
募
者
が
減
少
す
る
状

況
が
続
い
て
い
る
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
公
務
職
場
で
の
賃
金

改
善
や
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
な
ど
は
急
務
で
あ
り
、
人
員

確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

し
か
し
春
闘
期
・
人
員
確
保

闘
争
期
で
の
取
り
組
み
は
低
調

で
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
各
単
組

で
の
人
員
確
保
に
お
け
る
取
り

組
み
の
意
義
や
重
要
性
を
再
確

認
し
、
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

あ
わ
せ
て
、
地
方
公
務
員
の

離
職
増
加
の
状
況
を
踏
ま
え
れ

ば
、
人
員
採
用
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
当
局
と
と
も
に
離
職
防

止
対
策
も
進
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

【
６
月
期
の
人
員
確
保
闘
争
に

む
け
た
要
求
】

　

６
月
６
日
を
統
一
行
動
日
と

し
た
人
員
確
保
闘
争
に
向
け
て
、

年
度
当
初
と
な
る
４
月
時
点
で

の
各
職
場
の
人
員
配
置
計
画
が

適
正
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

と
く
に
定
数
職
場
で
あ
る
現
業

職
場
で
は
会
計
年
度
任
用
職
員

を
除
く
正
規
職
員
の
欠
員
数
を

確
認
す
る
。
あ
ら
た
め
て
春
闘

で
、
最
低
で
も
過
重
労
働
を
さ

せ
な
い
こ
と
を
労
使
で
確
認
し
、

時
間
外
労
働
縮
減
の
た
め
の
人

員
の
確
保
を
め
ざ
す
。

【
６
月
期
の
現
業
・
公
企
統
一
闘

争
に
む
け
た
要
求
】

　

現
業
・
公
企
統
一
闘
争
に
向

け
て
、
第
１
次
交
渉
ゾ
ー
ン
で

は
人
員
要
求
を
基
本
に
た
た
か

い
を
進
め
る
た
め
、
４
月
当
初

の
正
規
職
員
の
欠
員
数
の
労
使

確
認
を
め
ざ
す
。

　

合
わ
せ
て
10
月
期
の
第
２
次

交
渉
ゾ
ー
ン
に
向
け
て
継
続
し

て
協
議
を
行
う
こ
と
を
確
認

し
、
取
り
組
み
を
進
め
る
。

自治労春闘スケジュール
　要求書提出ゾーン
　　　２月７～14日
　春闘アピール行動
　　　（主要駅ターミナルティッシュ配布）
　　　３月６日（木）
　自治労全国統一行動日
　　　３月14日（金）
　公務員連絡会全国統一行動日
　　　第１次　２月20日（木）
　　　第２次　３月13日（木）
　　　第３次　３月25日（火）

連合春闘賃金要求指標
・経済社会の新たなステージを定着させるべ

く、全力で賃上げに取り組み、社会全体へ
の波及をめざす。

・すべての働く人の生活を持続的に向上させ
るマクロの観点と各産業の「底上げ」「底
支え」「格差是正」の取り組み強化を促す
観点から、全体の賃上げの目安は、賃上げ
分 ３％以上、定昇相当分（賃金カーブ維
持相当分）を含め ５％以上とし、その実
現をめざす。

・中小労組などは格差是正分を積極的に要求
する。

・企業内のすべての労働者を対象に協定を締
結する。

・締結水準は、生活を賄う観点と初職に就く
際の観点を重視し、時給1,250 円以上をめ
ざす。
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全労済自治労共済本部資料より引用

クロスワード当選者発表
答えは「大谷翔平」でした

【10000円商品券】２人
加藤　　修さん（神戸市従）
一芝　弘子さん（阪神公営競走労組）

【5000円商品券】５人
宇野理恵子さん（社保労連兵庫）
石井　　篤さん（神戸市従）
平野　貴充さん（洲本市職労）
金子　郷志さん（姫路市職）
出水　翔太さん（豊岡市職労）

【1000円図書カード】15人
青山　純枝さん（兵庫県職労）
甲斐さとみさん（神戸市従）
川野　　勇さん（神戸市従）
川﨑　直彦さん（神戸交通労組）
保岡　尚子さん（尼崎市職労）
向田真由美さん（淡路市職労）
佐野　昌美さん（南あわじ市職労）
竹村寿美恵さん（猪名川町職）
菅野　由人さん（加古川市職労）
井上　雄也さん（加西市職）
北垣　秀樹さん（姫路市従）
古林　敬司さん（たつの市労連）
梅村　容子さん（佐用町職）
野崎　彰子さん（豊岡市職労）
宮階　大輔さん（新温泉町職労）

　

自
治
ひ
ょ
う
ご
１
月
１
日
号
の
新
春
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ

へ
の
応
募
総
数
は
６
９
８
人
で
し
た
。
パ
ズ
ル
を
解
い
て
現
れ

た
設
問
は「
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
史
上
初
の
50

－

50
達
成
者
は
？
」

と
な
り
、
そ
の
答
え
は
「
大
谷
翔
平
」
選
手
で
し
た
。
厳
正
な

抽
選
の
結
果
、
当
選
者
は
左
記
の
通
り
で
す
。
当
選
者
に
景
品

を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

� 
３ �  

賃
金
闘
争
の
取
り
組
み

� 

４ �  

２
０
２
５
人
勧
に
向
け
て

� 

５ �  

政
治
闘
争
の
推
進 

～
私
た
ち
の
代
表
を
国
会
へ
～

到達目標（ポイント賃金）
　35歳　293,807円

（国公行（一）３－31水準、294,400円）
　40歳　360,500円

（国公行（一）４－39水準、344,100円）
　上記の到達目標は、2017年実施の賃金実態
調査を基準に、賃金PT報告に基づく算出方法
により設定しています。具体的には、2006給与
構造改革により引き下げられた4.8％と、2015
給与制度の総合的見直しにより引き下げられた
2.0％を加えた6.8％を、2017年度賃金実態調査
における実在者中央値に乗じて算出しています。

自治体最低賃金
月給201,000円以上（国公行（一）１級13号）

日給10,050円以上（月額/20日）

時給1,297円以上（月額/20日/７時間45分）

【
基
本
的
な
考
え
方
】

　

県
本
部
は
、
昨
年
10
月
の
定

期
大
会
で
、
全
て
の
自
治
体
単

組
で
ラ
ス
指
数
１
０
５
を
目

標
、
１
０
０
を
最
低
水
準
に
設

定
し
運
用
改
善
を
め
ざ
す
こ
と

と
し
た
。
一
方
で
、
２
０
２
４

年
度
の
県
内
自
治
体
の
ラ
ス
指

数
は
、
１
０
０
未
満
が
32
団
体

（
う
ち
98
未
満
が
16
団
体
）
と
、

最
低
水
準
に
も
届
い
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。

　

当
局
側
だ
け
で
な
く
、
組
合

側
の
一
部
で
も
自
治
体
規
模
に

よ
る
格
差
を
受
け
入
れ
て
い
る

と
い
う
問
題
が
あ
り
、
人
員
確

保
に
困
難
を
き
た
し
て
い
る
現

状
か
ら
す
れ
ば
マ
イ
ン
ド
チ
ェ

ン
ジ
が
必
要
。
ま
た
、
官
民
と

も
に
人
材
不
足
が
顕
著
に
な

り
、
民
間
・
公
務
と
も
に
人
材

確
保
が
過
熱
す
る
中
で
、
自
治

体
に
お
い
て
は
応
募
者
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
初
任

給
や
地
域
手
当
を
中
心
に
人
材

確
保
に
向
け
た
処
遇
改
善
が
強

く
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
中
堅

層
を
含
め
た
離
職
者
の
増
加
も

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
中
堅
層

が
昇
格
の
停
滞
や
賃
金
の
伸
び

悩
み
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
今

後
の
処
遇
に
希
望
を
も
っ
て
働

き
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
運
用
改

善
も
必
要
で
あ
る
。

【
賃
金
の
運
用
改
善
】

①
初
任
給
基
準
の
引
き
上
げ
、

到
達
級
の
改
善
と
昇
格
の
確

保
、
昇
格
期
間
の
短
縮
、
上
位

昇
給
の
活
用
な
ど
を
通
じ
、
賃

金
水
準
の
改
善
。
②
中
途
採
用

者
の
賃
金
改
善
の
た
め
、
前
歴

換
算
の
改
善
、
２
級
以
上
の
初

任
給
格
付
け
、
在
級
期
間
の
短

縮
な
ど
。
③
高
齢
層
の
賃
金
改

善
の
た
め
、
昇
給
の
確
保
と
給

料
表
の
号
給
延
長
。
④
組
合
員

の
賃
金
実
態
を
把
握
し
、近
隣
・

同
規
模
自
治
体
と
の
昇
給
・
昇

格
ラ
イ
ン
を
比
較
し
、
具
体
的

な
目
標
を
設
定
。

【
再
任
用
者
の
賃
金
改
善
】

①
退
職
時
の
職
務
で
の
任
用
・

級
の
格
付
け
。
②
一
時
金
の
支

給
月
数
を
常
勤
職
員
と
同
月
数

に
引
き
上
げ
。

【
会
計
年
度
任
用
職
員
の
賃
金

改
善
】

①
給
料
の
昇
給
上
限
の
撤
廃
。

②
給
料
・
報
酬
の
支
給
額
に
お

け
る
地
域
手
当
の
扱
い
を
明
確

に
す
る
。
地
域
手
当
が
支
給
さ

れ
て
い
な
い
場
合
は
、
常
勤
職

員
と
同
率
で
の
支
給
。

【
基
本
的
な
考
え
方
】

　

例
年
、
人
事
院
は
４
月
下
旬

～
６
月
中
旬
に
、
民
間
企
業

（
50
人
以
上
）
を
対
象
に
「
職

種
別
民
間
給
与
実
態
調
査
」
を

行
い
、
そ
の
結
果
を
基
に
８
月

上
旬
に
国
家
公
務
員
の
給
与
勧

告
を
行
う
（
都
道
府
県
・
政
令

市
は「
人
事
委
員
会
」が
勧
告
）。

　

こ
の
人
勧
に
大
き
く
影
響
を

与
え
る
民
間
労
組
の
春
闘
の
取

り
組
み
は
非
常
に
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
各
単
組
は
民
間
春

闘
に
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　

併
せ
て
、
春
闘
か
ら
８
月
の

人
勧
、
さ
ら
に
は
人
勧
を
受
け

て
の
11
月
の
賃
金
確
定
闘
争
ま

で
を
一
連
の
も
の
と
し
て
、
賃

金
改
善
の
取
り
組
み
を
構
築
す

る
必
要
が
あ
る
。

【
具
体
的
な
取
り
組
み
】

①
春
闘
期
に
賃
金
改
善
要
求
を

行
う
と
と
も
に
、
賃
金
確
定
期

ま
で
の
課
題
解
決
に
向
け
た
継

続
協
議
を
確
認
す
る
。

②
春
闘
期
に
決
着
す
る
自
治
労

の
民
間
単
組
（
公
共
民
間
・
全

国
一
般
な
ど
）
の
取
り
組
み
を

支
援
す
る
。
自
治
体
単
組
は
、

公
共
民
間
単
組
や
地
方
連
合

会
・
地
域
協
議
会
と
連
携
し
て

「
労
務
費
の
適
切
な
価
格
転
嫁
」

に
取
り
組
む
。

③
６
月
の
夏
期
一
時
金
闘
争
時

に
は
、
８
月
の
給
与
勧
告
に
向

け
、民
間
春
闘
結
果
を
踏
ま
え
、

当
局
と
賃
金
改
善
に
向
け
た
協

議
を
行
う
。

　

昨
年
秋
に
行
わ
れ
た
衆
議
院

選
挙
の
結
果
、
石
破
政
権
は
30

年
ぶ
り
の
少
数
与
党
と
し
て
国

会
を
迎
え
、
政
権
運
営
が
行
き

詰
ま
る
可
能
性
も
あ
り
、
常
に

情
勢
を
注
視
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。

　

こ
の
間
、
社
会
の
分
断
が
進

み
、
政
治
の
無
策
や
政
治
と
カ

ネ
の
問
題
な
ど
か
ら
政
治
不
信

が
一
層
増
幅
し
た
こ
と
で
政
治

全
体
へ
の
無
関
心
感
の
広
が
り

を
生
み
出
し
て
い
る
。

　
「
格
差
社
会
」
の
深
刻
化
と

貧
困
の
固
定
化
、
そ
れ
に
伴
う

閉
塞
感
と
社
会
の
不
寛
容
さ
が

生
み
出
さ
れ
て
い
る
今
の
社
会

を
変
え
て
い
く
に
は
、
公
正
・

公
平
な
政
策
を
導
き
出
す
政
治

へ
の
転
換
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

２
０
２
５
年
７
月
の
第
27
回

参
議
院
議
員
選
挙
で
は
、
自
治

労
組
織
内
予
定
候
補
で
あ
る

「
岸
ま
き
こ
」
参
議
院
議
員
の

勝
利
を
め
ざ
し
、
県
本
部
・
地

域
ブ
ロ
ッ
ク
・
単
組
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
み
を
推
進
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
組
合
員
一
人
ひ
と

り
に
「
岸
ま
き
こ
」
の
名
前
の

浸
透
に
努
め
、
県
本
部
組
合
員

数
の
得
票
を
め
ざ
し
取
り
組
み

を
進
め
よ
う
。


